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問題 7 (X,OX)，(Y,OY )をともに位相空間とする．

(1) OX が離散位相ならば，任意の写像 f : (X,OX) → (Y,OY )は連続であることを示せ．

(2) OY が自明な位相ならば，任意の写像 f : (X,OX) → (Y,OY )は連続であることを示せ．

解．(1) 任意の Y の開集合O ∈ OY に対して，f−1(O)はX の部分集合であるので，離散位相の
定義から f−1(O) ∈ OX となる．従って，f は連続．
(2) 自明な位相の定義から Y の開集合は空集合 ∅か Y 自身．f−1(∅) = ∅，f−1(Y ) = X となるの
で，どちらもX の開集合である．従って，f は連続．
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問題 8 (X,OX)を自明な位相を持つ位相空間とし，x0 ∈ X を基点とする．このとき，基本群
π1(X,x0)を計算せよ．

解．x0を始点，終点とする任意のXの道 γ : I → Xが 1x0とホモトピックである．実際，h : I×I →
X を

h(t, s) =


γ(t) (0 ≤ s ≤ 1

2
)

x0 (
1

2
≤ s ≤ 1)

とおくと，問題 7 (2) より hは連続で，h(t, 0) = γ(t)，h(t, 1) = 1x0 となるので，hは γから 1x0

へのホモトピーである．従って，π1(X,x0)は自明な群 {1x0}である．
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